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ゼ
ロ
」
、
違
法
な
解
雇
で
あ
っ
て

も
お
金
を
払
え
ば
解
雇
が
で
き

る
「
解
雇
の
金
銭
ル
ー
ル
」
を
は

じ
め
、
労
働
法
制
の
規
制
緩
和

は
、
労
働
者
派
遣
の
自
由
化
で
労

働
者
派
遣
を
大
幅
に
増
や
す
な

ど
雇
用
不
安
を
広
げ
賃
下
げ
へ

と
つ
な
が
り
ま
す
。 

そ
の
う
え
、
消
費
税
の
増
税
と

生
活
保
護
費
や
年
金
切
り
下
げ

な
ど
社
会
保
障
の
大
改
悪
は
も

っ
て
の
ほ
か
で
す
。 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
、
ゆ
う
ち
ょ
、

か
ん
ぽ
資
金
２
６
７
兆
円
の
国

民
資
産
が
食
い
物
に
さ
れ
ま
す
。 

 

原
発
ゼ
ロ 

原
発
再
稼
動
反
対 

 

福
島
原
発
事
故
は
、
今
で
も
ま

だ
１
５
万
人
も
の
人
た
ち
が
困

難
な
非
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
放
射
能
汚
染
水
が
漏

れ
、
処
理
の
見
通
し
が
立
っ
て
い

な
い
な
か
「
収
束
」
宣
言
は
撤
回

す
べ
き
で
す
。
な
に
よ
り
も
、
使

用
済
み
核
燃
料
の
処
理
が
で
き

な
い
原
発
は
な
く
す
べ
き
で
す
。 

再
稼
動
あ
り
き
は
「
原
発
事
故

で
死
亡
者
が
出
て
い
る
状
況
で

は
な
い
」
と
の
発
言
に
現
れ
、
首

相
は
、
世
界
に
原
発
を
売
り
込
み

に
歩
い
て
い
ま
す
。 

原
発
ゼ
ロ
・
再
稼
動
反
対
、
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
求

め
る
選
挙
と
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 
 

    

「
国
防
軍
」
を
創
設
し 

 
 

 
 

 
 

 
 

戦
争
で
き

る
国
へ 

 

 

自
民
党
改
憲
案
は
、
戦
力
不
保

持
と
国
の
交
戦
権
を
認
め
な
い

憲
法
９
条
２
項
を
削
除
し
「
国
防

軍
」
を
創
設
す
る
と
し
て
い
ま

す
。
憲
法
改
定
手
続
き
を
定
め
た

憲
法
９
６
条
の
改
定
も
提
案
し

て
い
ま
す
。
「
憲
法
９
６
条
改
定

を
目
指
す
議
員
連
盟
」
に
は
自

民
・
民
主
・
維
新
・
み
ん
な
の
党

の
議
員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

戦
後
、
戦
争
に
よ
る
死
者
を
一

人
も
出
し
て
い
な
い
の
は
、
憲
法

９
条
が
あ
る
か
ら
で
す
。 

 

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
・
・
・ 

「
何
と
な
く
景
気
が
よ
く
な

り
そ
う
」
と
の
当
初
の
期
待
は
薄

れ
、
「
物
価
だ
け
上
が
っ
て
給
料

が
上
が
ら
な
く
て
は
」
と
の
批
判

的
な
声
に
代
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。 

 
長
引
く
不
況
は
、「
規
制
緩
和
」

で
正
規
社
員
を
非
正
規
社
員
に

置
き
換
え
、
不
安
定
雇
用
の
拡
大

と
労
働
者
の
賃
金
を
低
く
抑
え

て
き
た
た
め
に
消
費
が
低
迷
。
賃

上
げ
と
正
社
員
化
、
安
定
し
た
雇

用
の
拡
大
な
ど
、
働
く
人
の
フ
ト

コ
ロ
を
温
め
て
こ
そ
、
個
人
消
費

も
回
復
し
、
景
気
も
よ
く
な
る
の

で
す
。 

「
成
長
戦
略
」
の
名
で
、
勤
務

地
や
職
務
を
限
定
し
、
限
定
す
る

変
わ
り
に
賃
金
や
労
働
条
件
を

引
き
下
げ
、
職
務
や
勤
務
地
が
な

く
な
れ
ば
雇
用
を
打
ち
切
る
「
限

定
正
社
員
」
。
不
払
い
残
業
が
蔓

延
す
る
な
か
残
業
代
を
合
法
的

に
払
わ
な
く
て
も
よ
い
「
残
業
代
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   ２０１３年７月１日（月） 第１１号 

東
京
タ
ワ
ー
が
位
置
す
る
都
心

部
で
は
、
超
高
層
建
築
物
が
林

立
し
て
そ
の
影
と
な
る
部
分
に

放
送
電
波
が
届
き
に
く
く
な

る
。
そ
の
問
題
を
低
減
す
る
の

が
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
建
設

の
目
的
で
し
た
▼
今
年
５
月
３

１
日
に
、
東
京
タ
ワ
ー
か
ら
放

送
電
波
の
移
行
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
高
層
建
築
物
を
建
設
す
る

と
、
こ
れ
ま
で
は
近
隣
住
民
宅

の
テ
レ
ビ
受
信
に
障
害
が
起
こ

り
ま
す
。
そ
の
補
償
と
し
て
、

高
層
建
築
物
の
屋
上
等
か
ら
の

テ
レ
ビ
ア
ン
テ
ナ
で
、
電
波
の

提
供
を
し
て
き
ま
し
た
▼
東
京

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
か
ら
の
強
力
に

な
っ
た
送
信
電
波
が
、
高
層
建

築
物
か
ら
の
近
隣
住
民
宅
へ
の

ア
ン
テ
ナ
提
供
を
切
断
さ
せ
ま

す
▼
国
も
法
律
を
変
え
ま
し

た
。
高
層
建
築
物
の
建
設
の
際
、

近
隣
住
民
宅
へ
の
電
波
障
害
の

補
償
が
不
要
に
な
っ
た
の
で

す
。
一
番
喜
ん
だ
の
は
？
果
た

し
て
誰
だ
っ
た
の
か
？
シ
ン
ボ

ル
タ
ワ
ー
建
設
の
、
真
の
意
図

が
見
え
隠
れ
す
る
よ
う
で
す
。

（
Ｔ
・
Ｔ
） 

 

職
場
で
は
怒
鳴
り
声
が
聞
こ
え
る
日
が
増
え
、
笑
顔
で
前
を

向
い
て
仕
事
を
す
る
雰
囲
気
は
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。
労
働
条

件
も
年
々
悪
化
し
「
安
心
し
て
仕
事
が
し
た
い
」「
安
定
し
た
雇

用
と
賃
金
を
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
の
願
い
は
強
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

労
働
者
が
安
心
し
て
働
き
続
け
、
退
職
後
も
安
心
し
て
生
活

で
き
る
社
会
の
実
現
は
政
治
の
責
任
で
す
。
２
１
日
は
参
議
院

選
挙
の
投
票
日
で
す
。
願
い
実
現
の
一
票
と
な
る
よ
う
し
っ
か

り
見
極
め
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。 

 

東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
が
開
業

し
て
、
１
年
以
上

が
経
ち
ま
し
た
。

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B6%85%E9%AB%98%E5%B1%A4%E5%BB%BA%E7%AF%89%E7%89%A9
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当
面
の
行
動
日
程 

 

７
月
１
３
・
１
４
日 

 
 
 

第
２
回
女
性
部 

全
国
大
会 

７
月
１
４
・
１
５
日 

 
 

全
国
書
記
長
会
議 

７
月
１
４
日 

 
 

東
京
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル 

７
月
２
５
日 

 
 

大
橋
さ
ん
裁
判 

７
月
２
７
日 

 
 

第
２
回
東
京
地
本
大
会 

 
 

Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
（
雇
用
政

策
学
習
会
） 

８
月
７
日 

 
 

６
５
歳
裁
判 

 

                             

第
一
生
命
保
険
は
恒
例
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

の
ベ
ス
ト
１０
を
発
表
。
今
年
で

２
６
回
目
、
約
３
万
５
０
０
句

の
応
募
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。 

 

①
い
い
夫
婦 

今
じ
ゃ
ど
う
で

も
い
い
夫
婦 

②
電
話
口
「
何
様
で
す
か
？
」
と

聞
く
新
人 

③
「
辞
め
て
や
る
！
」
会
社
に
い

い
ね
！ 

と
返
さ
れ
る 

④
風
呂
に
い
た 

ム
カ
デ
叩
（
た

 

 

                             

ボランティア二日目の行動も昨日と同様に仮設住宅

の被災者に救援物資を届けながら政府や市への要望を

聞く行動でした。 

老人、若い夫婦、子どものいる家庭から話を聞くこ

とができました。何箇所も避難所生活を変えてきてい

て、ここにようやく落ち着いたという人がいました。

そして、誰もが言うのは「原発事故で明日の生活が見

えません」というものでした。原発事故さえなければ

このようなことはならなかったことを考えると、福島

の復興は原発事故を収束させること抜きにはすすみま

せん。それを聞いたときに改めて原発再稼動は許して

はならないし、原発ゼロの社会、原発に変る自然エネ

ルギーへ転換させていくことが必要であることを強く

しました。 

私たちが被災者と 

話をすすめていると 

復興の遅れが話題に 

なります。そのとき 

に被災者に「除染や 

代替用地の買い替え 

等の復興が遅れてい 

る原因の一つに政府 

は東北震災の復興と 

いうことで１９兆円の予算を決めていますけれども、

これは東北の復興のためだけでなく「全国防災」とい

う名目で他の公共事業にも使われることを知っていま

すか」と話しますと、被災者の多くは知らなかったよ

うで「何のための復興予算なのかが分からない。政府

は何をやっているのだ。ひどいものだ」と怒りの声を

あげる人、嘆きの声をあげる人もいました。（つづく） 

 

 

 

た
）
け
ば
ツ
ケ
マ
ツ
ゲ 

⑤
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ 

一
球
だ
け

で 

我
が
月
給 

⑥
ス
ッ
ピ
ン
で 

プ
ー
ル
に
入

り 

子
が
迷
子 

⑦
人
生
に 

カ
ー
ナ
ビ
あ
れ
ば 

楽
な
の
に 

⑧
す
ぐ
キ
レ
ル 

妻
よ
見
習
え

Ｌ
Ｅ
Ｄ 

 

⑨
ワ
イ
ル
ド
な 

妻
を
持
つ
俺 

女
々
し
く
て 

⑩
何
か
を
ね 

忘
れ
た
こ
と
は 

覚
え
て
る 

 

 

安
倍
首
相
は
、

都
議
選
の
都
内

演
説
で
「
１
０
年

間
で
国
民
の
平

均
年
収
を
１
５

０
万
円
増
や
す
」

と
繰
り
返
し
て

い
ま
し
た
。 

 

４
人
家
族
な

ら
６
０
０
万
円

も
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、

そ
ん
な
う
ま
い

話
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。 

 

政
府
の
成
長

戦
略
や
骨
太
方

針
に
は
「
一
人
当

た
り
名
目
国
民
総
所
得
」
を
「
１

０
年
後
に
は
１
５
０
万
円
以
上

増
加
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

首
相
発
言
に
つ
い
て
、
菅
官
房

長
官
は
、「
首
相
は
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
よ
う
と
し
た
ん
だ
ろ

う
」
と
釈
明
し
ま
し
た
。 

国
民
総
所
得
（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
は

海
外
で
の
企
業
の
儲
け
を
加
え

た
も
の
で
、
国
民
の
所
得
を
指

す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国

内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
に
海
外

か
ら
の
儲
け
を
加
え
た
Ｇ
Ｎ
Ｉ

が
増
大
し
て
も
国
民
の
所
得
が

増
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
対
す
る

批
判
を
気
に
し
、
人
気
取
り
の

ウ
ソ
の
発
言
で
し
た
。 

６
月
１
日
か
ら
集
配
職
場
で

実
施
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｏ
Ｓ
Ｓ

（
集
配
業
務
支
援
シ
ス
テ
ム
）

は
、
始
業
時
か
ら
終
業
時
ま
で
、

時
に
は
分
単
位
で
携
帯
端
末
を

操
作
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
区

分
や
配
達
作
業
に
も
影
響
が
出

て
い
ま
す
。 

携
帯
端
末
へ
の
入
力
は
、
始

業
時
の
郵
便
体
操
か
ら
始
ま

り
、
郵
便
物
の
抜
き
出
し
、
大

区
分
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
道
順

組
み
立
て
・
・
・
・
と
各
作
業

ご
と
に
、
時
に
は
大
型
厚
物
、

薄
物
、
小
型
の
通
数
ま
で
入
力

す
る
こ
と
で
本
来
の
仕
事
に
集

中
で
き
な
い
の
で
す
。 

一
日
の
作
業
が
終
了
す
れ

ば
、
個
々
人
の
作
業
に
要
し
た

作
業
内
容
と
時
間
が
瞬
時
に
判

明
し
ま
す
。
集
配
の
仕
事
は
、

そ
の
日
の
交
通
事
情
や
配
達
時

の
お
客
様
と
の
挨
拶
や
対
応
な

ど
、
記
録
さ
れ
た
数
字
だ
け
で

評
価
で
き
な
い
の
で
す
。 

こ
の
様
な
状
況
下
で
、
集
配

の
現
場
か
ら
、「
こ
れ
ま
で
も
入

力
が
多
く
時
間
が
か
か
る
の

に
」「
入
力
に
気
が
取
ら
れ
て
間

違
い
や
交
通
事
故
を
起
こ
し
そ

う
」「
管
理
の
た
め
に
現
場
の
実

情
を
無
視
し
た
も
の
」
と
不
評

で
す
。「
競
争
に
駆
り
立
て
ら
れ

る
こ
と
な
く
、
互
い
を
尊
重
し

て
仕
事
を
し
よ
う
」
と
の
声
も

出
て
い
ま
す
。 

 


